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第 1 章 身体接触の先行研究 































している。     
身体接触の方法に「タッチケア」と呼ばれている子どもの皮膚を緩やかになでる方法が
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   6 親育ち支援に関する研究 単著、日本保育学会、平成 29 年 5 月 
＜専門学会で行ったポスター発表＞  
1．着衣の上から行うタッチケアの効果（１） 
査読有 共著 第 62 回近畿学校保健学会 6 月（奈良）発表 平成 27 年 6 月 
2．交流集会１「タッチングの有効性」（平成 28 年 6 月） 
3．子どもに対するタッチについての母親の思いータッチケア講習会に参加した母親の
感想からー 
査読有 共著 第 63 回近畿学校保健学会学術集会 平成 28 年 6 月  
＜その他＞ 
   1. 看護におけるタッチ 
査読有 共著 藍野大学紀要 Vol.24  p68－p73 平成 23 年 9 月 
2．タクティール・タッチ施行前後におけるローレンツプロット情報および感情状態の
変化による効果の検討 
査読有 共著 太成学院大学紀要 第 15 巻（通号 32 号） pp.219－224 平成 25
年 2 月 
3. 保育所に通う 2～5 歳児へのタッチケア実践の効果（第 64 回日本学校保健協会学術
大会 示説発表 平成 29 年 11 月） 1 病児保育、夜間保育、ベビーホテル等の利
用実態に関する調査研究報告書 「第5章 地域事例編 2.福祉施設の事例5つ」 単
著、社会福祉法人日本保育協会 平成 28 年 3 月 pp.148-171 
以上の著書、学術論文及び口頭発表等の一覧で明らかなように、本論文は、論者の長
年にわたる研究の集大成と認めることができる。 
次に、(2) の「当該博士学位申請論文の属する研究領域において、独創性が認められる
こと」について。 
本論文には独創性と認められるところが３点ある。 
第一に、施策的な立場にある「子育て支援」という意味の「育児支援」と、乳児期の子
どもを持つ母親の肯定的かかわりを重視した「母親が育つ」という意味の「子どもへの肯
定的なかかわり方」の両者を合わせた「育児支援」に焦点を当てて論じているところであ
る。論者は、この子育て支援に際して、「育児支援」とともに「子どもへのかかわり方支
援」を行う必要性を強調し、親が受動的な立場にある「育児支援」と親の主体性を重視し
た「子どもへのかかわり方支援」を展開し、育児支援の「質の向上」につなげるべく、「子
どもへの肯定的なかかわり方」への具体的方法として「タッチケア」という効果的な提言
を行っており、その点に、第一の独創性を認めることができる。 
すなわち、論者は、まず「育児支援」について、就学前の子どもを持つ母親を対象とし
た子どもへの働きかけ意識に関する質問紙調査から、母親の「ストレス、不安」を確認し、
その解決方法の一つとして「タッチケア」の効果を知るために、自律神経活動機能や唾液
アミラーゼをマーカーとしてストレス状況を評価する手法をとっている。身体的に症状を
訴えない母親を対象として作成し、「タッチケア」を利用することによる母親のストレス
解消意識を分析するとともに、「タッチケア」を利用する前と利用した後における有意差
を母親のストレスの変容と捉え、「育児支援」の効果を明らかにしている。そして、論者
は、「タッチケア」は育児意識を向上させるものであることが必要であり、施策として「必
要とする支援内容」と「母親の肯定的な子どもへの働きかけ意識の向上を目指す支援内容」
とは異なることもあることを念頭に置き、応答性ある「タッチケア」により、効果的な育
児支援が期待されると指摘している。 
次に、論者は、「タッチケア」の効果の実証を目指して、様々なタッチケアの方法を試み、
タッチケアが子どもの社会面、認知面の発達を促進するのみならず、母親の育児不安の軽
減に有効であり、母子相互作用を促進させ、ネガティブな気分を低め、ポジィティブな気
分を高めうることを明らかにしている。論者によれば、タッチケアの実践は、まさに「育
児支援」であり、「発達支援」ともなり、母親自身の感受性を高め、子どもの反応にタイミ
ングよく適した反応を引き起こすことができるのである。このように、タッチケアの育児
支援・発達支援における大きな効果をもたらすことを実証したところに、第二の独創性を
認めることができる。 
本論文の独創性と認められる今一つは、論者が、先行研究の検討により、乳児期の子ど
もに対する応答的なかかわりとは何かを明らかにするとともに、この時期、母親が子ども
に適切に応答的にかかわることの重要性と発達における位置を明確にし、併せて、タッチ
ケアがもたらす応答性への効果や母親の育児ストレスとの関係を明らかにしているところ
にある。 
 (3) 「当該博士学位申請論文の属する研究領域において、その水準の引上げに資するも
のであると認められること」について。 
本論文は、第３章から第６章までの各調査研究において当該研究領域の研究水準の引き
上げに貢献していると思われるが、特に上記、第三の独創性が当該研究領域の研究水準の
引き上げにも貢献している。 
すなわち、論者は、乳児期の子どもを持つ母親に自律神経活動機能や唾液アミラーゼを
マーカーとしてストレス状況を評価する手法と「一時的気分尺度」による評価を行ってい
る。それぞれ先行研究を参考に、得られた各尺度と属性の分析をするとともに、自ら「タ
ッチケア」を実践し、育児支援としての母親のストレス、不安軽減と子どもへの肯定的か
かわり方との関係を検討している。その結果、論者は、身体接触の一つである「タッチケ
ア」を現在の育児支援活動の一環として捉える必要性を明らかにするとともに、タッチケ
アが乳児期の子どもを持つ母親と子どもの相互作用を促し、母親の育児感情を高め、子ど
もへの関心を肯定的にする可能性を見いだし、ストレス等による否定的感情への悪循環を
とどめることができことを明らかにしている。また論者は、乳児期の子どもを持つ母親が
抱っこやおむつ替え、授乳などの育児に自信を持ち、子どもに対する肯定的かかわりを持
てるような育児支援への可能性を示唆し、特に育児への不安やストレスを感じている母親
に対しても、育児をする喜びや意欲を維持及び向上させる育児支援の具体的方法の一つと
してタッチケアを行い、母子関係をより親密なものにできると推測している。 
このような仮説の検証及びそこから得られた多くの理論的、実践的知見は、育児支援の
具体的方法の一つとしての「タッチケア」に関する研究水準の向上に大いに資するものと
言えよう。 
(4) 「当該博士学位申請論文に、他の研究領域を含む学際性が認められること」につい
て。 
論者は、子育て支援及び保護者支援に関する政府、文部科学省及び厚生労働省の施策を
丹念にレビューしているのみならず、身体接触に関する膨大な先行研究を精査するととも
に、質問紙調査を行い、調査結果を精緻な統計手法を駆使して考察を加えている。また、
本論文は、保育・教育分野はもとより、心理学や医学を初め、広範な専門分野にまたがる理論
的かつ実践的な研究であり、そこに、学際性を認めることができる。 
(5) 「本学大学院が授与する博士の学位にふさわしいと認められるものであること」に
ついて。 
論者は、本論文において、「論文の概要」でも述べたように、今日保育現場でますます
その必要性が高まっている乳児期の子どもをもつ母親の育児支援において、「親育て支援」
及び「親育ち支援」の両者を合わせた「育児支援」が必要であるとして、まず、乳児期の
子どもを持つ母親を対象とした「タッチケアの実践」を行い、「大人自身」に活用するこ
とによる母親のストレス状況の変化を分析するとともに、「育児支援」への効果を明らか
にし、次に、乳児期の子どもをもつ母親を対象とした「タッチケアの実践」を行い、「乳
児期の子どもをもつ母親の意識」や「子どもへの肯定的な関与」が「母親と子どもの応答
性」に及ぼす影響並びに「育児支援」が養育態度に及ぼす影響を分析することによって、
育児支援に対する具体的で効果的な支援内容「タッチケア」を提言している。したがって、
本論文は、本学の授与する博士(教育学)の学位にふさわしいと認めることができる。 
本論文は、以上のように、高く評価すべき独創性を豊かに備えているが、論者自身が今 
後の課題としたもののほかに、博士学位請求論文公開審査会において審査委員よりいくつ
か問題点が指摘されたので、列挙しておく。 
第一に、乳児期の子どもを持つ母親への育児支援活動としてのタッチケアについて、よ
り厳密な概念規定がなされればよかったとの指摘がなされた。 
第二に、タッチケアの効果を知るために、自律神経活動機能や唾液アミラーゼをマーカ
ーとしてストレス状況を評価する手法をとっているが、身体的に症状を訴えない正常人を
対象として、10 分弱でそれらの変化をとらえるのは困難であり、たとえ有意差が得られた
としても、その意義を考察するには無理があるとの指摘があった。 
第三に、今回の研究では、同時に一時的気分尺度による評価も行っているが、タッチケ
ア効果を知る上では、こちらの心理的指標を重点的に分析してもよかったのではないかと
の指摘もあった。 
第四に、先行研究を参考に「応答的なかかわりと母親の状況」を設定し、タッチケアを
通じた親育ちと応答的なかかわりがどのような要因に影響されているのかを検討している
が、先行研究だけから項目を選ぶのではなく、実践から得た項目を入れてもよかったので
はないかとの指摘もなされた。 
以上、論文審査委員により指摘された本論文の主たる問題点を列挙した。たしかに、本 
論文にこれらの問題点が含まれているのは明らかである。しかし、これらは、今後の研究 
の進展によって早晩解決されるであろうし、課程博士論文としての価値を大きく損なうも
のではない。 
よって、本論文は、博士（教育学）の学位を授与するにふさわしいと論文審査委員全員
一致で判断した。 
 
 
 
 
  
 
 
